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2 ⽉の上旬にトランセンド⽇本校の紹介ウェビナーを開催しました。 ウェビナーでは「コ
ーチングとは何か？」を中⼼に対話を重ね、多くの印象的なご質問をいただきました。 

今後、それらの問いを⼀つひとつ取り上げ、掘り下げて共有していきたいと思います。 今
回の内容は、ウェビナーにご参加いただけなかった⽅にとっても、コーチング理解のヒント
になるかもしれません。 

 

若い⼈でもコーチングは出来るものですか？ 

コーチングは、何かを「教える」トレーニングやメンタリングとは異なります。 
コーチは、クライアントがすでに持っている知識やリソースを最⼤限に活かすサポートを⾏
います。そして、その⽬的（ゴール）もクライアント⾃⾝が決めます。 

コーチは対話を通して問いを投げかけ、クライアントが⾃分と向き合い、⾃⼰理解を深める
ための振り返りや気づきを、安⼼して⾏える“スペース”を提供します。 

その意味で⾔えば、 
対話の場を確保し、信頼関係を築き、相⼿と真摯に向き合える⼈であれば、年齢に関係なく
コーチングは可能です。 
特別なビジネス経験や専⾨知識が必須というわけではありません。 



したがって、若い⽅でもコーチングを⾏うことは可能です。 

 

ただし、現実として、クライアントがコーチを探す際に、業界経験や専⾨性、豊富なビジネ
ス経験を重視することはあります。 
⼀⽅で、あえて他業界・他⽂化出⾝のコーチを求める⽅もいます。 

コーチ⾃⾝の専⾨性や⼈⽣経験は、コーチングの助けになることもあれば、 
「知っているからこそアドバイスしたくなる」という衝動を⽣み、傾聴やコーチングの妨げ
になることもあります。 

 

では、「対話さえできれば誰にでも簡単にできる」のかというと、それは誤解です。 

クライアントが理想とするゴールに向かうための“学びの道”を共に創り、前進を⽀えること
は、単に質問を投げかけることではありません。 

そこには、 

• 思考を広げ、深めるプロセス 
• 感情との衝突や葛藤 
• 過去の記憶や思い込みの対峙 
• 本当のモチベーションと偽りのモチベーションのせめぎ合い 

などが存在します。 

世間話や、組織でよくある 1on1 ⾯談とは全く異なる対話です。 
それを受け⽌め、⽀えるには、それ相応の器と覚悟が求められます。 

勇気、愛情、⾃信。 
そして何よりも⼈間⼒。 

質問や対話はあくまでツールです。 
そのツールを使うコーチに必要なのは、偉⼤な経歴ではなく、 
⾃分と向き合い、⾃分を成⻑させ続ける姿勢だと私は考えています。 

完璧である必要はありません。 
しかし、⾃分⾃⾝の変容や成⻑を経験していることは、コーチとして⼤切な⼟台になりま
す。 

 

私がこれまでコーチングさせていただいたクライアントは、23 歳から 65 歳まで。 



⾃分と向き合い、学びを⾃分の⼒に変えていくことに、年齢制限はありません。 
経験値が⾼いから学習能⼒が⾼いとも限らない。 
若いから未熟だとも限らない。 

多くの⽅と向き合ってきて、私が確信していることは、 

何歳になっても成⻑は可能であり、コーチングには価値がある 

という事実です。 

 

今は、AIが質の⾼い質問を投げかける時代です。 
AIコーチングを導⼊している企業も増えています。 

では、⼈間のコーチの役割とは何でしょうか。 

私がコーチング資格取得後にファシリテーションを学んでいた時、忘れられない授業があり
ます。 

「受講者が思考の壁にぶつかったとき、ファシリテーターは何をすべきか？」 

私は⾃信を持って答えました。 
「必要なのは質問です。」 

講師は⾔いました。 

「それは私たちのエゴです。 
必要なのは“質問”ではなく、“思考を呼び覚ますこと”。 
私たちの役割は、そのコンディションを作ることです。」 

その⾔葉は、今も私の中に強く残っています。 

 

その“コンディション”を創ることに、年齢制限はありません。 

AI 以上、完璧未満の私たちが持つ、 
不完全だからこその共感、揺らぎ、温度。 

あなたの持つ⼈間⼒を、どこまで磨き、どこまで外に出せるか。 

それが鍵になります。 

若いからこそできるコーチングも、きっとあります。 



あなたの持つ⼈間⼒を、試してみませんか？ 

 

コーチングを通して、⾃分の⼈間⼒を⾼め、⼈の可能性を引き出す⼒を育てたい⽅へ。 
まずは対話から始めてみませんか。 
お問い合わせ：tamamis@transcend-intl.com 
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